
“with コロナ”へのアプローチ──笹塚ボウル

コロナ前は、全国のボウリン
グ場でも屈指の営業成績を挙げ
ていた笹塚ボウルだが、新型コ
ロナウイルスという思わぬ敵
に、ブレーキを踏まざるを得な
かった。
「12レーンという狭い空間
に、スカッチ戦などを利用しな
がら大勢のお客様を入れて、そ
のまま飲食の方に誘導するとい
うようなスタイルでやってきま
した。ところがコロナ以降は、
三密を作ってしまうその戦略が
まったく取れなくなりました」
さらに4月3日からの休業は、
約2カ月に及んだ。自粛解除と
なった5月26日に営業を再開し
たが、それからの約1カ月は、
7段階のステップを踏んで慎重
に進めてきた。
「例えばフェーズ1は、最初の
4日間を会員様限定で、10時
から18時までの営業とし、と
くにシニア会員の皆様に安心し
ていただける環境づくりをテー
マに取り組みました。フェーズ
2では、営業時間は変えずに一
般のお客様を受け入れ、フェー
ズ4で営業時間を10時から21
時までに延ばし、フェーズ5で
ボックス4名までのリーグ戦再
開など、各フェーズでの様子を
見ながらやってきましたが、プ
ロボウラーであるおかげで全国
に仲間がいるので、先に営業を
再開したところが、どんなお客

様の戻り方をしているかなど、
生の声を参考にさせてもらいな
がら戦略を立てられたのは、本
当にありがたかったですね」
現在、金曜・土曜は25時ま

で営業しているが、オールナイ
ト営業はしばらくはやらないそ
うだ。またフェーズ7として予
定していたトリオリーグの再開
は見送った。
「本当は今日（7月1日）からト
リオ戦を再開したいと思ってい
ました。ただボックス6人になっ
てしまうので、チーム内のだれ
かを先投げにしてもらうとかの
方法を模索していましたが、時
期尚早ということで、1クール
はダブルス戦に変更をお願いし
ました。また縮小メニューで営
業していたフードコーナーは、
今日から通常メニューに戻しま
した」

東京では6月末から連日感染
者数が50人超と高止まりして
いる。感染者ゼロが続いている
県も多く、地域によって温度差
は大きいが、少なくとも首都圏
では、油断できない状況が続い
ている。
「国や都が経済を回す方向にア
クセルを踏んでいる状況では、
自分たちで状況判断をして、と
きには自分たちでブレーキを踏
まなければならないと思いま
す。トリオリーグの再開を見
送ったのも、それが理由のひと
つでした」
感染予防についても、日場協

がまとめたガイドラインを守る
ことはもちろん、独自の対策も
行っている。
「まずはスタッフが感染しな

いための方策として、
休業していた2カ月の
間に、出社してから事
務所に入るまでのルー
ルなど、スタッフ向け
の感染予防動画を作り、
意識の徹底を図りまし
た。またお客様に対し
ては、入り口で検温した
あとチェックシートに
記入していただいてい
ます。そこまで把握で
きていると、お客様の
安心感にもつながると
思います。ただ悩まし
いのは、プレー中のマ
スク着用の義務化です。
これから本格的な夏に
向けて、熱中症も怖い
ですからね」
同センターの売り上

げ構成比は、会員さん
が4割、予約が4割、残
りの2割が一般のお客さ
んだったそうだが、そ
の大きな比重を占めて
いた企業などの団体予
約、イベントの予約を
どうするかが今後の大
きなテーマだ。
「問い合わせは来はじ
めています。ただ以前
のように50～60人を
入れてというのは密を
作ってしまうので、10人程度
の規模のコンペを細かく取って
いこうかなと思っています。料
理も従来は大皿で出していたも
のを、1人前ずつ小分けにして
提供するような準備もしていま
す。大口のイベントなどは、Ｐ
ＣＲ検査や抗体検査キットが、
もう少し安易で安価なものが出
回るようになったら考えていい
のかもしれません」
ジュニア教室は、1レーンに
3人ずつ入れていたのを、1レー
ン1人にするなど、万全の感染
対策をして7月から再開する予
定だ。一方でシニア層を対象の
健康ボウリング教室は、しばら
くは見合わせるそうだ。

「高齢者は感染すると重症化
率が高いので、私自身が怖がっ
ています。実は全5週のうち3
週で止めて待ってもらっている
んです。その再開をどうしよう
か考えているところです」
ボウリング業界に限らない
が、コロナ前の日常が戻ってく
るには、まだしばらく時間がか
かりそうだ。
「お客様に必要としてもらい
ながら、1年半は耐える覚悟を
しています。その間に、とくに
レジャーとしてこられる一般の
お客様に満足して帰ってもらう
には、これまでとは違う楽しみ
方を提案していく必要もあるの
かなと思います」

▲現在の健康状態などを把握するために、
　チェックシートに記入してもらっている

「自分たちで状況判断をしながら
ときにストップをかける勇気も必要」
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緊急事態宣言が解除され、あらゆる業種で経済活動が再開された。しかしながら疑心暗鬼のな
か恐る恐るの始動で、コロナ以前の日常風景にはほど遠い。6月末からの感染者数の推移を見て
も、ワクチンや治療薬が開発されるまでは、コロナウイルスと共存していかなければらないこと
を改めて思い知らされた。そんなwithコロナの期間、ボウリング場はいかなる経営戦略で乗り切
るのか…。笹塚ボウル（東京都渋谷区）の井口直之ボウリング事業部長（プロ・41期）にお話をう
かがった。

7段階のステップで
手探りの営業再開

密を避けるため
団体予約は小口から

▲料理の提供は、1人前ずつの小分けでも対応できるように準備している

各ボックスを仕切るパーテーションは、コロナ収束後に再利用できるように、ハンガーラックで製作
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